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アラスカ・デナリハイウェイ沿いのパルサの発達史
Development of a Palsa along the Denali Highway, Alaska
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パルサは，連続および不連続永久凍土地帯の泥炭湿原に分布する多年凍結丘である．地中が凍結する際に形成される
層脈状の析出氷晶による凍上現象が隆起の主要因である．上層部はピートに覆われ，下層は鉱物土を含む層になってお
り，堆積層の年代測定や凍土の地球雪氷学的特徴，パルサの内部構造から，周辺地域における氷河後退前後の環境変動に
関する情報が得られることが期待される．対象のパルサは，アラスカ・デナリハイウェイ沿いに位置し，1957年に開通
したハイウェイの建設によって削られ，内部構造が露呈していた．現在は約 20m後退して完全な断面は見えないが，露
頭の一部からある程度の内部構造情報が得られた．Pewe（1983）によってパルサと紹介され，底面ピートの年代測定か
ら，この地域での氷河後退が少なくとも約 10500年以前であったとした．本発表では， 6.5mのボーリングコアの分析と
地温測定，露頭の観察から推測される対象パルサの発達史と環境変化について報告する．
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